
福岡県警察契約担当者　　殿

福岡県警察本部総務部会計課
（出納係）

仕様書に記載されていない事項について、質疑がありましたので、お知らせします。

別紙のとおり

担当者　高野 ０９２－６４１－４１４１（内線２２４３）

令和７年９月 １０日

「福岡県警察組織犯罪情報分析システム賃貸借契約」に係るお知らせ

番　 号 質問事項（回答事項）



（福岡県警察組織犯罪情報分析システム賃貸借契約）
別紙
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別紙3　システム概念図
「組対情報管理機能」について既存パッケージをベースに導入することは問題ないでしょうか。
また、「電話分析機能」と「関係性分析機能」をまとめて1システムとして導入するなど、機能要件を満たすことができれば構
成変更を行っても問題ないでしょうか。

○入札仕様書７(3)オ「操作の容易性」に記載のとおり、操作性については十分に配意すること。
　　旧システムの操作性を損なわないことを原則とします。
　　既存パッケージ導入については、県警が要望する操作性を全て実現できるよう、柔軟に改修できることを条件とします。
○本件システムは保有するデータの特殊性から厳密なアクセス権管理が必要とされます。
　　システム概念図については、アクセス権管理等の観点から構成しているため、記載どおりに遵守を原則とします。
○パッケージの導入及びシステム構成変更の場合には、入札までに福岡県警に対し内容を説明し合意を得ること。

別添：9 保守業務（1）業務内容
統合サーバ更新時作業とは、システム移行作業は県警様が実施し、受注者は動作確認作業を想定しています。改修や調
整が必要な場合は別契約を想定していますがよろしいでしょうか。

○質問のとおり

別添：13賃貸借期間経過後の措置
自由使用権について、使用料、サブスクリプション製品を使用する場合、賃貸借期間経過後の使用料については別途契
約いただけるのでしょうか。

○賃貸借契約期間終了後は、製品のランニング費用が発生しないこと。
　本調達において、使用料やサブスクリプションが発生する製品は使用しないこと。

質問内容 回答

別添：7 システム要件　（4）クライアント環境
Microsoft Windows10 Pro(32bit)について、32bitは使用メモリに制限があるため64bitでの動作が正常に動くことを前提にし
てもよろしいでしょうか。

○現在64bit端末が主流となっていることから、質問のとおりで問題ありません。

別添：8 機能
多元情報分析システム、電話情報分析システムの現行データ移行も本調達に含まれているとの認識でよろしいでしょうか。
それらに関する現行システムのフォーマット、及び管理方法を教えていただけないでしょうか。また、データ仕様に関する資
料を事前に確認させていただくことは可能でしょうか。

○多元情報分析システム、電話情報分析システムの現行データ移行も本調達に含まれます。
　現在運用中の旧システムと遜色なく動作するようにデータ移行すること。
○旧システムのフォーマット、管理方法については、テキスト、バイナリなどシステムごとに異なります。
○旧システムのデータ仕様に関する資料については、一部システムについては作成されていません。
　資料があるものについて事前閲覧は可能ですが、資料が古く、現在運用中のシステムと齟齬がある場合があります。
○データ仕様については受注後に受注者において調査し、確認すること。



（福岡県警察組織犯罪情報分析システム賃貸借契約）
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別紙4　機能概要／多元分析機能／データ解析機能／データ解析処理
PCA、VAR、TF-IDF統計手法によりシミュレーションや予測をしていると想定していますが、運用開始までに現地データを
用いた検証とチューニングを完了させ、現行レベル以上の分析精度を達成させる必要があるとの理解でよろしいでしょう
か。

○質問のとおり

別紙4　機能概要／多元分析機能／データ解析機能／データ解析処理
統計処理の手法は随時変更可能であることについて、変更は福岡県警様にて変更できる仕組みが必要でしょうか。もしく
は福岡県警様から提示された手法を受注業者が改修するのでしょうか。

○福岡県警が示す手法を受注業者が改修するほか、福岡県警側でも変更可能とします。
　柔軟で汎用性が高いシステムであること。

別紙4　機能概要／多元分析機能／地図分析機能
関係性分析及びデータ解析結果の地図表示について、解析結果とは単純な座標と属性で表現できる内容でしょうか。

○解析結果には座標は保持されません。
　地図上で管理する地点データとの関連付けにより多角的な分析表示を可能とすること。
　詳細は受注後に示します。

別紙3　システム概念図
組対情報管理機能、電話分析機能、関係性分析機能、多元分析機能の各使用台数（ライセンス数）を教えてください。

○ライセンス数は下記のとおり
　・組対情報管理機能、電話分析機能、多元分析機能（地図分析機能を除く）　上限なし
　・関係性分析機能（相関分析機能）、多元分析機能（地図分析機能）　同時５台
○ライセンスの管理は、物理的は認証キーではなくシステム的に管理すること。

別紙4　機能概要／管理機能／マスタデータ管理
マスタデータの項目数、及び帳票数はどのくらいでしょうか。

○マスタデータ項目数　約５０件
　　ID、名称、変更日時等を管理しているほか、マスタデータ同士の関連付けがなされており、多種多様な管理をしています。
○帳票数　約１００件
○詳細は受注後に示します。
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別紙4　機能概要／電話分析機能／検索／簡易検索
検索する全プロジェクトとは、システムで分析されたプロジェクトと関連付けされた電話関連データを示し、新しいシステムで
はこれら過去のデータも検索対象とする必要があるとの理解でよろしいでしょうか。

○質問のとおり

別紙4　機能概要／電話分析機能／検索／簡易検索
一括検索について、検索結果は画面に表示できればよいでしょうか。

○画面表示の他、データ出力が可能なこと。
　出力形式は受注後に示します。

別紙4　機能概要／多元分析機能／地図分析機能
警察署境界・交番境界は、インターネットで公開されているオープンデータを使用してもよろしいでしょうか。

○最新の所管区情報に基づく境界線情報を受注者において作成し、福岡県警の合意を得ること。
　また、境界線情報は随時変更可能であること。

別紙4　機能概要／多元分析機能／地図分析機能
地図分析機能において、現行データの移行は必要でしょうか。必要な場合、対象とするデータ内容や管理方法について
教えてください。また、現行のデータをGeoJson形式、KML形式、Shape形式など汎用的なフォーマットで出力することは可
能でしょうか。

○既存データの移行は必要です。
○データ内容は受注後に示します。
○管理方法は旧システムの独自形式です。
　汎用フォーマットへの変換については、受注者が旧システム構築業者と調整すること。
　なお、調整費用は受注者の負担とします。
　　旧システム構築業者　株式会社インフォマティクス大阪営業所　担当　永井弘樹
　　　　　　　　　　　　　　　　電話　06-6633-0803

別紙4　機能概要／電話分析機能／データ管理／SNSアカウント取込
導入を予定しているシステムが対応している書式に合わせて、福岡県警様にて列や値を修正して取り込んでいただくことは
問題ないでしょうか。

○取込機能については一般捜査員の利用を前提としており、容易な操作性が必要となります。
　　福岡県警が使用する解析用機器から出力されるデータを、形式を変更することなくそのまま取り込めること。


